
地域ニュース

〈
中
国
支
部
〉

地
域
と
共
に
発
展
す
る
「
環
境
に
優
し
い

大
学
」
を
目
指
す
山
口
県
立
大
学
の
取
組

　
山
口
県
立
大
学
は
、
国
・
公
立
大
学
で
初
め
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21

（
E
A
2
1
）
認
証
を
取
得
し
、
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
一
体
と
な

り
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
学
生
主
体

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
運
用
し
て
い
る
。

は
I
S
O
と
遜
色
が
な
い
。

（
三
）
維
持
経
費
が
安
価
（
I
S
O
と
比
べ
五
分
の
一
～
一
〇
分
の
一
）

　
で
あ
る
。

三
、
E
A
創
認
証
取
得
の
目
的

（
一
）
環
境
教
育
を
現
代
的
な
基
礎
教
育
と
位
置
付
け
、
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

（
二
）
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
通
し
て
学
生
の
主
体
性
を
尊
重
し
た

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
。

（
三
）
地
域
の
教
育
機
関
の
環
境
活
動
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う
。

纏騰

一
、
E
A
2
1
認
証
取
得
の
き
っ
か
け

（
一
）
基
礎
教
養
科
目
で
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」
が
開
講
さ
れ
、

　
一
年
生
の
八
割
が
受
講
し
て
い
た
。

（
二
）
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
な
ど
は
構
成
員
全
員
（
学
生
・
教
職
員
）
で

取
り
組
ん
で
い
た
。

（
三
V
数
年
前
よ
り
学
内
に
お
い
て
国
際
規
格
の
I
S
O
1
4
0
0
1

取
得
た
め
の
検
討
が
さ
れ
て
い
た
。

二
、
E
A
2
1
の
選
択
の
経
緯
（
I
S
O
1
4
0
0
1
と
の
比
較
）

（
一
V
取
組
項
目
が
絞
ら
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
二
V
I
S
O
を
べ
ー
ス
に
環
境
省
が
策
定
し
た
制
度
で
、
内
容
的
に

四
、
E
A
2
1
認
証
取
得
の
た
め
の
目
標

（
こ
目
標
取
組
期
間
　
平
成
一
八
～
二
〇
年
度

（
二
）
主
な
環
境
目
標
（
平
成
二
〇
年
度
）

　
・
電
力
消
費
量
一
〇
％
削
減

　
・
水
使
用
量
三
％
削
減

　
・
ゴ
ミ
排
出
量
一
〇
％
減
量

　
・
全
学
的
な
環
境
教
育
の
実
施

（
三
年
間
の
目
標
）

五
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
山
口
県
立
大
学
に
お
け
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
事

業
活
動
に
伴
い
発
生
す
る
環
境
へ
の
負
荷
と
な
る
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
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膨

1
使
用
量
、
廃
棄
物
排
出
量
等
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
行

動
の
基
盤
に
「
環
境
マ
イ
ン
ド
」
を
持
っ
た
「
地
球
市
民
」
と
し
て

行
動
で
き
る
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
実
施
す
る
（
図
）
。

　図　環境マネジメントシステム

　　　　　自主的に環境への
　　　　　取組方針と目標等を定め、

　　　　　その目標を達成するための組織体制
　　　　　を整備して必要な取組みを行い、

　　　　　システムの運用状況や目標の達成
　　　　　状況を把握・評価し、改善し、

　　　　　定期的にシステムを見直していく。

薯燭
点検・是正

CHεC民

盈

のPDCAサイクルを基本とし、これによってシステム

と取り組みの継続的改善を図っていくことを目的

としています。

六
、
山
口
県
立
大
学
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

（
一
）
学
生
・
教
職
員
一
体
と
な
っ
た
実
施
・
運
用
体
制
で
あ
る
。

　
　
全
学
の
管
理
組
織
に
E
A
2
1
の
ま
と
め
役
と
し
て
E
A
2
1
事
務

　
局
を
置
き
、
構
成
員
は
、
総
務
部
長
、
E
A
2
1
推
進
班
（
教
職
員
）
、

　
E
A
2
1
学
生
委
員
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
E
A
2
1
学
生
委
員
会
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
実

　
行
、
推
進
す
る
た
め
主
に
次
の
活
動
を
し
て
い
る
。

O
E
A
2
1
の
運
用
状
況
の

　
把
握
と
監
視
を
行
う
。

O
E
A
2
1
推
進
班
（
教
職

　
員
）
と
連
携
し
環
境
活

　
動
を
行
う
。

O
教
職
員
及
び
学
生
に
対

　
　
し
て
環
境
教
育
を
実
施

　
　
す
る
。

（
二
V
地
域
の
環
境
活
動
と

し
て
の
取
組

　
　
大
学
の
地
域
貢
献
活
動

　
の
一
つ
と
し
て
地
域
の
小

地域ニュース

学生委員に対する審査の様子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
中
・
高
校
へ
向
け
た
環
境
教
育
活
動

お
よ
び
中
小
企
業
の
E
A
2
1
認
証
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

「
N
P
O
法
人
環
境
奇
兵
隊
」
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
地
域
へ
向

け
て
、
積
極
的
な
環
境
教
育
活
動
お
よ
び
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
構
築
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

七
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
取
組

　
山
口
県
立
大
学
で
は
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
に
学
部

の
改
組
再
編
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
改
編
後
も
、
「
環
境
教
育
・
研
究

の
推
進
」
を
全
学
（
構
成
員
全
体
）
で
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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